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ＦＣ東京との連携による
スポーツ振興と地域活性化の推進 
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調布基地跡地留保地の整備と
今後の地域活性化について

【 課題】 調布基地跡地留保地では、市によ
る国有地の取得と施設整備が進められてい
ます。新たに整備される予定の人工芝グラ
ウンド等を、市民の皆様が実際にどの程度
利用できるのか（市民利用割合）は示され
ていませんでした。そこで、市民利用の考
え方と、 FC東京の練習拠点の集約が地域コ
ミュニティの形成や、経済波及効果にどう
結びつくのか、構想を質しました。
【 市】 人工芝グラウンドの市民利用割合に
ついては、「おおむね７割」を想定してい

ると答弁しました。本会議の場で具体的な
数値が示されたのは初めてです。あわせて、
市民の声を反映しながら、民間活力を生か
した地域活性化を進める方針が確認できま
した。
【 私の見解】 数値が示された意義は大きい
と受け止めています。他方「７割」が具体
的にどういった割合なのか内訳を確認する
必要があります。また、施設整備にとどま
らず、プロスポーツの集客力を活かした、
新たなまちの魅力を、地域活性化につなげ
ていく仕組みづくりを求めていきます。

「サッカーのまち韮崎」に学ぶ
官民連携の施設整備を現地視察

【 行政視察の目的】 本市の留保地整備をよ
り実効性の高いものとするため、既存の都
市公園の機能更新としてヴァンフォーレ甲
府の練習場（天然芝グラウンド・クラブハ
ウス、右写真）を整備した山梨県・韮崎市
の韮崎中央公園を視察しました。スポーツ
による地域活性化という方向性が本市と重
なる先行事例から、整備手法と維持管理の
運用を学ぶことを目的としています。
【 調査結果】 整備費：クラブの費用負担に
加え、県・近隣自治体の補助、スポーツ振
興くじ（ toto ）助成金を活用。 維持管理
費：改修前に市が負担していた額は市が負
担、超過分はクラブが負担。市の財政負担
を改修前の水準に据え置く構造。 運営：公
園全体は指定管理者が管理する一方、天然
芝グラウンドの使用料は市の直接収入とな
る。 地域連携：市をあげてクラブを応援し、
観光や特産品と連動したプロモーションを

展開。 課題：イベント開催時の駐車場不足
と周辺道路の混雑。
【 私の見解】 最も特徴的だったのは、公園
全体は指定管理としながら、天然芝グラウ
ンドの使用料収入は市に帰属するという点
です。施設の性格に応じて管理と収入の帰
属を切り分けるこの手法は、本市の留保地
整備でも検討に値します。月１回の無料開
放日の設定や、通年で緑を保つ芝の管理方
法からも多くの学びを得ることができまし
た。
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050-5050-2997(自動音声)

 mail@yyamane.jp

ご意見・ご要望・ご相談を

お気軽に調布市議会議員

山 根 洋 平
までお寄せください

Googleフォーム ウェブサイト X(旧Twitter)

保育園の保育士が退職し、急に延長
保育を受けられなくなり困っている。

夏休み期間の学童クラブでお弁当を
注文できるようにならないか？

特別国会でも
「つくろう、新しい答え。」
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